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1. はじめに	
京都市における観光客数は平成29年度の調

査によると5362万人となり5年連続で5,000万

人を超える結果となっている。また外国人観

光客数も743万人と前年より増加しており、

京都市における観光の魅力は年々増加傾向に

あると言える。京都市観光についての満足度

は日本人観光客、外国人観光客共に約9割を

超える高い数字を出しているが、その一方で

残念なことがあったと感じる観光客が日本人

観光客では約4割、外国人観光客でも2割の人

が感じているという結果も出ている。両者と

も残念な点としてバスなどの公共機関、特に

京都市バスの分かりにくさを上位に上げてい

る。	

このような問題点から私たちのグループは

京都市バスの利便性を上げるために、バスの

デザイン変更とアプリの活用という方法を用

いた政策提案をしたい。	

2. 現状分析	
京都市では市バスにおける分かりやすさ向

上を行なっている。まずバスの車体、バス停

にラインカラーを取り入れている。ラインカ

ラーとは南北の幹線道路にイメージカラーを

設定し、どの方面にバスが向かうのかを分か

るようにしているものである。主要観光地、

地名などから連想しやすい色に設定している。

次にバスの路線形態（均一、循環、他区間）

を容易に判別できるよう、記号番号の地色を

青、オレンジ、白の3色で表している。	

これらのラインカラー、系統番号を目立た

せるために方向幕の背景を黒にするなどモノ

トーンを基調とするデザインにしている。ま

たバス停に設置されている地図については、

実際の地形と地図の方向を合わせるようにし

ている。最後に京都市では、“歩くまち京都

アプリ「バス・鉄道の達人」”というアプリ

を提供し、目的地までのルート検索が簡単で

分かりやすくなるようにしている。このよう

に京都市では様々な対策を行なっているが、

現状では不満を抱いた項目の上位としてバス

が挙がる結果となっており、あまり効果が上

げられていないように感じられる。	

また、現在スマホは世界中で普及が進んで

いる。海外旅行をするときにも、格安simや

wi-fiの利用で使えるので、外せないアイテ

ムである。しかし、スマホを持っていても、

バス路線が複雑すぎて乗るのは難しい、道が

わからないなどで困っている人が多く、紙地

図を持って苦労して目的地にたどり着こうと

している人を多く見た。アンケートでも、公

共交通機関に不満がある人が多かったのでこ

れは問題だと考えた。	

そこで、スマホのアプリの現状などを調べ

た。現在世界でのスマホの所有者のうちiOS

とAndroidで99％をしめる。この現状を鑑み

て、これらに標準搭載されているGoogle	 map,

	Appleのmap	 を軸に考えるのがベストである

と考えた。既存のアプリを選んだ理由は、大

きく2点ある。新規に作るとコストがかかる

ことと、アプリをダウンロードする手間がか

かるからである。新規のアプリは確かに標準

アプリより便利で詳しい情報が載せられる可

能性がある。しかし、日本に訪れる観光客は、

京都以外の場所も同時に観光するので、観光

地ごとにアプリをダウンロードしてもらうの

は非常に面倒であり、統一した方がわかりや

すい。その地域に訪れる時にしか使えないと

いうアプリは利用者目線では不便である。そ

れに対して標準アプリはダウンロードする手

間が省ける。	

3. 提案−１	
エリアごとにイメージカラーを定め、バス

の行き先表示方法を変えることを提案する。

これは観光客から挙がる不満のひとつで、バ

スが複雑でわかりにくいという声に対するア

プローチである。幹線道路ごとの色分け・均

一循環の色分け制度を廃止し、エリアごとに



新たなイメージカラーを定めることにより、

京都に初めて来た観光客にも行き先を色で簡

単に判断できるようにする。区分するエリア

は、観光客が多く利用する京都市内中心部の

観光スポット「金閣寺」「銀閣・東山」「四

条河原町周辺」バスターミナルで主要駅の

「京都駅」の４つとし、観光バスである洛バ

スと同一色を使用する。これまでの循環と均

一の色区別は、同一料金且つ目的地の判断が

エリアごとの色分けによって可能のため廃止

する。これまでの循環バスとされた系統のバ

スの色表示は直近目的エリアの色をベースに

表示し、目的地の文字の後ろに次に行くエリ

アの色を表示するなど、通る順番も大まかに

バスを見ただけで識別できるようなものを目

指す。方向幕だけでなく、現在行っている取

り組みのひとつであるインターネットを活用

したバスの接近表示器を設置することに並行

して、バス停の表示板にも上記の色を上部に

大きく表示し、その下に停留所など詳しい情

報を記載し、わかりやすさ向上に努める。	

4. 提案-２	
これらの点から、標準アプリの活用がベス

トであると考えた。次にそれらのアプリの使

い勝手だ。私たちは、これらが使いづらいか

ら、多くの人が困っていると考えた。	

	 しかし、それらのアプリの使い勝手はとて

も良かった。例えばGoogle	map、Appleのmap

	で京都駅から、清水寺に行きたいとなる

と、入力するだけで、時間、乗るべきバスの

番号、経路、値段など利用者が欲しい情報が

表示される。さらに強みは現在地から利用で

きるので、紙の地図のような目印になる建物

を探す必要もない。ただ、これらのアプリに

も問題はある。日本語、英語で観光地名を打

ったときはこれらの情報が全て表示されとて

も便利であったが、日本語や英語が母国語で

はない人が、入力すると、これらの詳しい情

報が入手できないことが明らかになった。こ

れは英語で入力すると、詳しい情報が出ると

いうことを観光客に伝えると同時に、ほかの

言語でも詳しい情報が出るように働きかける

必要があると考える。次に知名度の問題であ

る。Google	map、Appleのmapの存在は知って

いる人が大半だが、交通機関の情報が詳しく

出るとは思っていなかったという人が私たち

を含めた大半の人の意見である。理由は、４

年前のスマホの標準マップは交通機関の情報

の表示がなかったからである。この時のイメ

ージが強く今でも、Google	map	Appleのmap

は、徒歩の時に使うものというイメージが浸

透している可能性が日本でも海外でも十分考

えられる。ここで、観光地の名前を入れるだ

けで、乗るべきバス、バス停までの道のりが

わかるという現状を知らせる必要がある。方

法としては、バス停、地下鉄の駅構内、地下

鉄バスの車内や放送など、人の目や耳に入り

やすい場所で宣伝すれば、効果があると考え

られる。	

5. おわりに	
	 2050年の日本総人口は9700万人。現在総人

口より約3000万人が減り1億人を切る数字に

なってしまうし、高齢化により65歳以上の高

齢人口も増えるので、京都に訪れる国内観光

客は年々減っていくだろう。ありがたいこと

に、海外から京都市に訪れる外国人観光客は

毎年増加している。だからこそ、この状況を

見逃してはいけない。国内観光客も考えた上

で、これからもますます増える外国人観光客

のために京都市バスが抱えている問題点を改

善しなければならない。私たちグループが提

案した解決策が少しでも京都市の観光政策に

貢献できたらと思う。	
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